
国際石油開発帝石株式会社は、国際的な石油・天然ガス開発専
業企業の中堅に位置する日本最大の石油・天然ガス開発企業として、
オーストラリア、インドネシア、アラブ首長国連邦を始めとして、世界
20 数ヶ国で約 70 のプロジェクトを展開しています。

石油・天然ガス開発事業の持続的拡大
石油・天然ガス開発事業の持続的拡大の一環として当社が注力

するのは、日本企業として初めて大型 LNG（液化天然ガス）プロジェ
クトのオペレータとして鉱区の取得・探鉱作業から LNG の生産・販
売までを手掛ける、世界でも有数の規模となるオーストラリアのイクシ
ス LNG プロジェクトです。現在、生産開始に向けて各種開発作業を

進めています。また、イクシスに次ぐ LNGプロジェクトのオペレータと
して取り組むインドネシアのアバディLNG プロジェクトは早期の実現
を目指していく方針です。さらに、アラブ首長国連邦のアブダビでは、
同国沖合に位置する ADMA 鉱区および世界有数の巨大油田群から
構成される陸上 ADCO 鉱区において、原油の開発・生産事業を進
めています。

ガスサプライチェーンの強化
国内では、日本最大級のガス田である南長岡ガス田の開発・生産

事業を実施するとともに、関東甲信越に広がる約 1500 キロメートル
の自社天然ガスパイプラインや当社初の LNG 受け入れ基地である
直江津 LNG 基地の操業を行っています。今後、イクシスなど海外で
生産される LNG の受け入れに
より、国内外の天然ガス資産と
国内のマーケットをつなぐ天然
ガスのグローバルサプライ
チェーンの実現に向けて取り
組んでいきます。
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新商品
プラント安全性と資産管理の最新ソフトウェア：
・Phast / Safeti / Safeti Offshore 7.2
・Maro / Taro 5.2
複雑に発達した現代社会に欠かすことができない、重要な要素に

各種のエネルギープラントや化学プラントがあります。
これらのプラントに潜むリスクを正しく認識し適切な対策を講じ

ることは、そこで働く方のみならず、周辺地域の方々や環境及びプ
ラントそれ自体を守るために極めて重要です。

弊社は従来より、陸上設備の損傷時に起こり得る事象の影響範
囲とリスクの評価ツールとして極めて高い評価をいただいている
DNV GL社のソフトウェア、Phast、Safetiを扱っており、このたび、さ
らに洋上での諸事象の解析にまで拡張されたSafeti Offshoreの取
り扱いを開始いたしました。

一方、国際化する競争の中、これらのプラントの設備効率や運転・
保全の経済性を高めることも重要な課題となります。

設 備 の 信頼 性（Reliability）、可用性（Availability）及 び 保 全 性
（Maintainability）に基づいて、モンテカルロ法を用いて設備の効率
や経済性をシミュレーションするソフトウェア、Maros・Taroを取り
扱っており、国内エネルギー及びエンジニアリング大手各社にご活
用いただいております。

これらリスクマネージ手法について、基本から応用に至る幅広い
内容のトレーニングをご提供申し上げるとともに、お客様のリスク
マネージメントシステムや、リスク予測に基づいて効率的に保全を行
うリスクベースメインテナンス（RBM）の構築に向けたお手伝いを致
しており、経済産業省により推進されている新認定事業所制度への
取組みにもご協力させていただいております。
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新商品紹介セミナー（於 : 弊社トレーニングルーム）

製品紹介
キャメロンジャパンの主力製品は陸上生産・集油基地、洋上基

地やFPSOにおける油水分離・ガス分離、精製の大規模プロセス処
理機器です。今日はそのような大型プロセス装置だけで無く、製油
所の研究室レベルにおいてブレンドオイルの特性試験器や静電式
脱塩器のパイロット装置も製作納入していることを紹介いたします。
写真の装置は脱塩器のラボスケールユニットです。安価な低品質原
油（オポチュニティ）を中東産中質原油にブレンドした時に水洗・静電
凝集分離が可能かどうか、実機に掛ける前にどの比率までならトッ
パーの安定した運転継続が可能かを予測し、原油安を背景に原料
供給面から最適最大の精油コスト削減を目指すための装置です。
一般に、西アフリカ産のドーバ原油、中国産の勝利原油、スマトラ産の
デュリ原油などは低品質な原油として知られ、脱塩プロセスの不調を招
き、結果として製油トッパーの不安定な運転と生産低下を生じていること
が報告されています（ご参考：www.oppotunitycrude.com/houston2016）。

この様な実験機を製品化できる装置メーカーは世界でもはや

米国と日本に限られてきて
おります。原理を熟知し、構
成部品の開発・試作・改良
から行う必要があります。昨
今のいわゆるコピー・ペース
トのエンジニアリングとは異なり、弊社は従来の大型プロセス機器
のみならずラボスケール機器でも生産・製油の顧客に貢献できるこ
とを喜びとしている真の技術者集団であります。
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賛助会員企業へプロジェクトの紹介や新技術・新商品のアピールについて
募集したところ 13 社より寄稿がありましたので、50 音順に紹介します。会員のひろばEngineering Front
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